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資　料

イギ リス 視覚障害教育 にお け る教育改 革構 想 と しての

　　　　バ ー ノ ン報告 （1972年）に 関 す る研 究

宮内　久絵 ・鳥山　 由子

　イギ リス で は 、 現在通 常学校 で 学ぶ 視覚障害児 には 、 専 門教 員が配置 され るな ど、

専門性 が考慮 されて い る 。 その 背景 に は、1972年バ ー
ノ ン報告書が ある と考え られ る。

本報告書作成の 背景 として は 、視覚障害児の 減少か ら廃校に追 い 込まれ る視覚障害教

育学校の 存在や 、 社会 と の 分 離へ の 不満が 障害児教 育分野で 高 ま りつ つ あ っ た こ とが

挙げ られ る 。 こ の 状況 に対 し本報告 書 は 、 視 覚障害児 の 教育 を学校教 育の 改 革 に終始

させ る方向 を と らず、就学前 か ら卒 業後 まで の
一

生涯 を通 した改革が 必要で あ る と方

向性 を掲げた 。 そ してそ の ため に、教育、心 理、医療、福祉 の 専門家 及び関係者が 集

結し実態の 分析 を行な っ た 。 バ ーノ ン 報告書の 発行 後、イギ リ ス は イ ン ク ル ー
シブ教

育へ と変化 を とげる 。 しか し、バ ー
ノ ン 報告書が 、専門家に よる視覚障害の 特性に 立

脚 し 、 視 覚障害教育 の 本質 的な課題 を明 らか に した こ とか ら 、 各方面 の 活発 な議 論 を

経て 、視覚障害には特有 な ニ ーズが あ る と い う共通 理 解が 育 っ て い っ た と考える。

キ
ー ・

ワ
ー ド ：イギ リ ス　 視覚 障害教育　バ ーノ ン報告書

1．は じめに

　 イギ リス
ユ｝

は、 1978年の ウ ォ
ー

ノ ッ ク報告書

（Warnock 　Report）の 勧告及 び 、 1981年教 育法

（Education 　Act 　 l981） に よ り、 特 別 な教 育 的

ニ ーズ に基づ く教 育へ と転換 した 。 現在で は視

覚 障害児 の 半数以 上 が 通 常学 校で 学 ん で い

る 2） （Keil＆ Clunies−Ross，2002）。 また 、 通 常

学校 に 通 う視覚 障害児 に は視 覚障害教育専 門資

格 を持 つ 教員 （Qualified　Teacher　of 　the　Visu・

ally　Impaired：QTVI）が 支援 に あた る な どs〕、

視覚障害教育の 専門性が 重視 され て い る 。

　 また 、教育技能省 （Department　for　Educa・

tion　 and 　Skills）は 、 2002年に 「視覚障害教育

支 援 サ ー ビ ス に お け る 質 的基 準 」 （Quality
Standards　in　Education　Support　Services　for

Children　 and 　 Young 　 People　 with 　 Visual

筑波大学大学院人間総合科学研究科

Impairment） を設 定 し、障害 の 中 で も少数で

ある視覚障害児 に対 して 専門性の ある教育環境

を全 国的に保 障する 試みが な されて い る 。

　 本研 究は 、 イ ン ク ル ーシ ブ教育 にお い て、発

生率が 低 い た め に見落と され が ち な視覚障害児

の ニ ーズへ の 専門家 に よ る支援が 、 イギ リス に

お い て は何故に実現 して い るの か を検討す る基

礎 資料 として 、 1972年 に教育科 学省 （Depart−

ment 　of 　Education　and 　Science）に よ り発行 さ

れ た バ ー
ノ ン 報告 書 （Vernon 　Report　1972）

を検討する 。

　バ ー
ノ ン 報告書 は 、 MD ．バ ー

ノ ン （Mag −

dalen　 D．　Vernon） と 17人の 様 々 な分 野の 専 門

家が 、 盲 お よび弱視 児童生徒の 教 育やサ ービ ス

の形態 に 関する 改革に つ い て の勧告を まとめ た

委員会 の 報告書で あ り、同報告書は、視覚障害

教育の 重要 な
一

歩 と して 、現在で も高 く評価 さ

れて い る （McCall ［1998］7）。
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　そ こ で 、本研 究 は バ ーノ ン 報告 委員 会 （以

下 ；委員会）が 1970年初 頭 に おける視覚 障害教

育の 実態 を い か に分析 し、 また い か な る方向性

をも っ て 勧 告 を提 言 し て い る か に つ い て 明 らか

にす る こ とを 目的 とす る 。

皿．バ ーノ ン報告書の概 要

　 1 ．バ ーノ ン報告書の 目的及び 内容

　 バ ー ノ ン報 告書 は、MD ，バ ーノ ン を中心 と

した 18名の 調査 委員会 に よ り、 「盲児 童生徒 お

よび 弱視 児童生徒の 学校及 び教育サ ービ ス の 形

態 を見 直 し、 勧 告 をお こ な うこ と」 を 目的 に作

成 され 、 1972年 に 当時の 教 育科学省大臣 （Sec−

retary 　of 　Department 　of　Education 　 and 　 Sci−

ence ）に提出され た もの で ある 。

　バ ーノ ン 報告書 は、第 1章 と第 2 章で 1960年

代 後半 か ら 1970 年代 の 学校 数や児童 生 徒数な

ど、同報告書作成 当時の イ ギ リ ス の 特殊教育の

傾 向が 記述 され て い る 。 第 3 章 、 第 4 章で は、

就学前 にお け る 視覚障害児 の ニ ーズ や 医療 サー

ビ ス の 実態が 記述 され て い る 。 第 5 章か ら第 7

章で は 、 教育の 実態 に つ い て 、分離教 育 ・統合

教育 、 通学制 ・寄宿舎制 、 男女共学 ・別学 な ど、

幾 つ か の 観点か ら実態 と課 題 を明 らか に し、推

進す べ き国家計画 に つ い て 提 案 して い る 。 さ ら

に 、学校の カ リキ ュ ラ ム や 教材教 具 に つ い て 実

態 に関す る調査結果 を もとに改革の 方向性 を示

し て い る 。 第 8 章で は 、職業ガ イ ダ ン ス の 実態

に つ い て、そ して 第 9 章で は 盲学校 、弱視学校

及 び、寄宿舎 の 教 員 の 資格や養成 内容 に つ い て、

現状 と課題が 記述 され て い る。第 10章で は バ ー

ノ ン 委員会に よ る視覚障害児 ・者の 実 態研 究に

よ っ て 明 らか に な っ た新 た な課題 と 、 今後 必 要

な研 究が述 べ られ 、 第 11章 で は 、 教育科学省 に

対す る勧告が まとめ られ て い る 。

　補足資料等を含め 154ペ ージか ら成 る 同報告

書は、以上の 11章か ら構成 され 、 視覚障害教育

を就 学前か ら卒業後 まで
一貫 して とらえ、 改革

を提言する もの で あ っ た 。

　 2 ．バ ーノ ン報告委員会の メ ン バ ー構成

　バ ーノ ン報 告委員会に は 、まず ヘ ン シ ャ
ー盲

人協会 （Henshaw
’

s　Society　for　the　Blind） と

英 国盲人 協会 （Royal　National　Institute　 for

the　 Blind） が 関わ り、 そ の 他 に、視覚障害児

を もつ 保護者が 2名加 わ っ て い る 。 次 に 、 教育

現 場か ら は 、 盲児童生 徒 を対象 とす る ウ ース タ

ー盲学校 （Worcester 　College　for　the　Blind）、

弱 視児童生 徒 と対象 とす る エ ッ ク ス ホ
ール ・グ

レ ン ジ弱視学校 （Exhall　Grange　school ）、そ し

て 他の 障害を併せ 持 つ 視覚障害児 を対象 とす る

コ ン ドーバ ー ・ホ ール 学校 （Condover 　 Hall

SchooD が 関わ っ て い る 。 60年代 後半当時の 視

覚障害児の 教育 の 場で あ っ た 3 種 類の 学校が 参

加 し、また、そ の 中で も盲児童 生徒 の 理科及 び

数学の 指導法に 関する研究 を60年代か ら重ね て

きた ウ
ー

ス タ
ー
盲学校 をは じめ 、視覚障害児教

育の 中で も先駆 的な実践 を行 っ て きた学校が 参

加 して い る 。 また タ ワ
ーハ ム レ ッ ト女子総合制

中学校 （Tower 　Hamlets　Girls’　Comprehensive

School） と、 レ ッ ドウ エ ル ・カ ウ ン テ ィ
ー

中等

学校 （Redwell 　County　Secondary　School）の

通常学校 2 校 が参加 して い る 。 さ らに 、 地域 の

眼 科医 1名が参加 して い る。

　研究者 と し て は、知覚心 理 学 を専門 とす る バ

ー
ノ ン 委員長 を始め 、当時多 くの 視覚障害教育

教 員 を輩出 して い た バ ー
ミ ン ガ ム 大学の 教員 が

関わ っ て い る 。 その うちの
一

人で あ る バ ーミ ン

ガ ム 大 学 教 育 学 部 の 教 授 、 R．ガ リ フ ォ
ー ド

（Ronald　Gulliford）は 、特別 な教育的 ニ ーズ

（Special　educational 　needs ） と い う概念 を打ち

出 し、 また 78年に発 行 され るウ ォ
ーノ ッ ク報告

書の 委員 ともなる人物 で ある。

　行政か らは、州議会 （County　Council） の 教

育担 当官 （Education 　 Officer） と医療担当官

（Medica10fficer ）な ど視覚 障害児の 教 育及 び

医療 関係者 2 名が 関 わ っ て い た 。 こ の よ うに 、

バ ーノ ン 報 告書は、視覚障害教育の 改 革に は、

教育だ けで な く、 心理 、 医療、福祉分野 とい っ

た学際的 なア プ ロ
ーチが必要で ある と い う認識

に立 ち、視 覚障害関連 団体や 当事者をは じめ 、

視覚障害児の 保護者、視覚障害 関連 団体 の 職員 、

視覚障害教育に 携わ る教 師 、 行 政関係者の ほか
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様 々 な立 場 の 異 なる専 門家 や関係 者の 合計 18名

に よ り作成 され た もの で あ る 。

　 3 、報告書 の 内容 、 調査方法

　報告書で は 、 委員会 の 審議 に 基づ き必要で あ

る 章立 て を示 し 、 そ の 項 目に つ い て 全国の 盲学

校、弱視学校及 びそ の 他の 関連 団体や 個人 に 意

見 を募 っ た 。 そ の 結果 69 の 団体 と 103の 個 人の

意見が 書面で 寄せ られ た 。 また 、同委員会 の 委

員 は盲学校 18校 、 弱視学校 19校 、 弱視 と全 盲両

者 の 受け入れ を行 な っ て い る学校 2 校、弱 視 を

受け入 れ て い る重複障害学校 9 校、弱視学級 を

設けて い る 通常学校 8 校、及 び継続教育
・職業

訓練校 3 校 の 視 察をお こな っ て い た 。と りわ け、

カ リキ ュ ラ ム と学校形態 に つ い て は 、 実態 を明

らか にする ため 、弱視児童生徒実態調 査班 と盲

児童生徒実態調査 班 の 2 つ の 調査 団 を設置 し、

それぞれすべ て の 学校に ア ン ケー ト調査をお こ

な っ た 。 こ の よ うに、同報告書 は、視覚 障害児

の 就学前か ら卒業後 までの
一
貫 した教 育 とい う

視点に 立ち 、教育、心理 、医療、福祉の 専門家

に よ る 、 総合 的 な検討 と綿密 な調査 に基づ い て

い た 。

皿．視覚 障害教育 を とりまく主要課題 と報告書

　　の 改革構想

　 1．寄宿制特殊 学校の再配置

　　（1） 視覚障害教育 の あ らゆ る形態 とそ の 課

　　 　題

　 イギ リス で は 、 当時 11・o の 障害 カ テ ゴ リーが

設 け られ、それ らの 障害児 には年齢や 能力 また

障害に 応 じて 特殊学校 も し くは他 の 形 5’

で 特別

な教 育的扱い （Special　Educational　Treatment ）

を提供す る こ とが 当時の 各地方教 育 当局 に義務

づ け られ て い た （Education　Act，1944）。 すな

わ ち法律上 は、障害が ある 子 ど もの 教 育の 場を

必ず しも特殊 学校 と位置づ け て い なか っ たが 、

当時の 地方教育 当局 は視覚 障害児 の 教 育 は特殊

学校 もしくは学級が適切 で ある と い っ た見解 を

持ち （Armstrong 【1998137 ）、 1969年に は 、 盲

学校 22校、弱視学校24校及び 8 つ の 弱視学級で

視覚 障害児 の 教 育が 行な わ れ て い た （Depart一

ment 　of　Education 　and 　Science［1969］1・4）。

　 イギ リ ス で は 1948年か ら 1955年にか けて 、 未

熟児 網膜症 に よる視覚 障害児数 が急増 したが 、

1961年以 降視覚障害児童 生徒数は減少傾 向に あ

り、 こ の 影響 を受 け 、 廃校 に追 い 込 まれる学校

も少 な くな か っ た 。 また教 育科 学省 （Depart −

ment 　of　Education 　and 　Science） は 、 1961年時

点 で 1，448 人 で あ る 視 覚 障 害 児 童 生 徒 数 は 、

1980 年 に は 1，000人 を下 回 る と予 測 し て お り

（Department　of　Education　and 　Science［1972］

3−4）、多 くの 盲 学校 と弱視学校 は今後 の 経営に

対 し て 不安を抱 い て い た。

　 さ らに、以 下 に示 す よ うな 当時の 視覚障害教

育の 特 徴 は 、 盲学校 と弱視 学校 間 にお ける在籍

生徒 数の 偏 りを招 き、 学校 を存続 の 危機 に追 い

込む 要因 とな っ て い た 。

　 まず 、 1944年教育法に よ っ て 「弱視」が 障害

カテ ゴ リーの 巾 に 設け られて 以降、弱視 児 と盲

児は 盲学校 と弱視学校 とい う異 な る場で 教育さ

れ て い た こ とで あ る。次に 、初等 ・中等
一一

貫制

また は分 離 制 の 学校 や 男女 別 や 共 学 の 学 校 な

ど 、 視 覚障害教 育 に つ い て も多様 な学校 形態 が

存在 した こ と で あ る 。 そ して 、盲学校 の 3割が

イギ リス の 北西部 に ある の に対 し、 ミ ッ ドラ ン

ド東部 や 中東 部、及 び南西 部に は 1 校 も盲学校

が な い な ど、学校の 設置に地域 的偏 りもあ っ た

こ とで ある 。

　 こ うい っ た 実態 を受けて 報 告書 は 、 学校 間の

統合 など を勧告 して い る 。 具体的 に は、当時存

在 して い た様 々 な学校 を統合す る こ とに よ り初

等 ・中等
・
貫制の 学校に統 す る こ とや 、男女

別学校 を統合 し男女共学校 にす る こ と 、 また弱

視学校 と盲学校 を統合す る こ とで あ っ た 。

　また バ ーノ ン 報告書で は、地域 の 通常学校に

お け る統合教 育 （integrated　 education ） 5］

の

可能性 に つ い て も触 れて い る 。 報告書 は 、 視覚

障害児 が地域 の 通常 学校で 学ぶ ため に は 、 本 人

の 力景 と物 理 的及 び人 的支援が 不可 欠で あ り、

こ の よ うな支援 な しで は教育の 質 を下 げざ る を

得ない と慎重 な姿勢 を見せ る
一方、国家 レ ベ ル

の 研究 を推奨する な ど 肯定的 な姿勢を見せ て い
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る 。

　　（2） 幼児期 にお ける家庭 で の 生活 の 重要性

　バ ーノ ン 報告書作成＄時、盲学校及 び多 くの

弱視学校 は 、 視覚 に 障害 があ る子 ど も自体 が少

数で ある た め 、 寄宿制 で あ っ た 。 その た め 、視

覚障害児 は、通常 は 5 歳 か ら、 また幼 稚部段 階

か ら入 る場合 は 2歳 とい う幼 い 時期か ら地方教

育当局 内の もし くは地 方教 育当局外の 特殊学校

に 入学 し、 親元 を離 れて 寄宿 舎生 活 を余儀 な く

され て い た 。 なお、学校 に よ っ て は、平 日寄宿

制 （weekly 　 boarding）7 ｝ を とっ て い る学校や 、

地方教育当局に は帰省す る際の 交通費を負担 し

て い る と こ ろ もあ っ た （Department 　of　Educa −

tion　and 　Science［1972］34−35）。 しか し、 地理

的 に 必ず し もそ れ が 可能 で は な い 学校 もあ り、

また 帰省に多 くの 時間が か か っ て しま う児童生

徒が い る の が現状 で あ っ た。

　 1940年、1950年代に お い て イギ リ ス で は、幼

児期 にお ける家族 と の 関係 が子 どもの 発達 に与

え る 影 響 に つ い て 言 及 され て きた （Pringle

［1964】1−5）。 さ らに、 1950年代に は 障害児教育

関係者の 間で、社会か ら孤 立 しが ちで あ っ た寄

宿舎 とそ の 地域 と の 関係 の あ り方が しば しば課

題 と して 取 り上 げ られ る な ど （Residential

Course　 for　 Staff　 of 　 Residential　 schools 　 for

handicapped　children ［1959】6−8）、寄宿舎の あ

り方が 検討さ れ始め た時期で もあ っ た 。

　報告書は 「可能な限 り自宅か ら 、 もし くは 自

宅 に近 い 寄宿 舎 か ら学校 に通 うべ きで あ る こ

と」 を基本 的理念 として示 し、視 覚障害児の 学

校 とそ の 他の教育サ ービ ス の 配置 、 組織、運営

に つ い て 、 国家計 画 を作成す る こ と等の 改善勧

告 を行 な っ て い る 。 その 具体 案 として 、 まず地

域 ご とに視覚 障害児の 数 を把 握 し、すべ て の 視

覚障害児に とっ て通学 もし くは平 目寄宿制が可

能に なる よ う、 視覚障害児の 学校の 再配置 を提

案 して い る S〕
。

　 2．視カ ス ク リ
ー

ニ ング ・ア セ ス メ ン ト及び

　　　就学前サ ービス の 普及

　　（1） 視力ス ク リーニ ン グ、ア セ ス メ ン トの

　 　　重要性

　当時 、就学前の 幼児 に対する視力ス ク リ
ー

ニ

ン グ が 行 な わ れ て い る 地 域 は 少 数 で あ っ た

（Department　of　Education　and 　Science［1975］

10）。 また 、S，フ ァ イ ン （S．　 Fine）が 行 っ た盲

学校 及 び 弱視 学校 に 対する 調査 の 結果に よ る

と、就 学 後 も803 人の 弱視学校 の 牛 徒 の うち、

適切 な補助 具の 使 用 に よ り視力 回復 が可 能な者

が 476人 い た こ とが 報告 され て い る 。 こ の よ う

に、弱視学校入学時や そ の 後の 視力矯正 が適切

に行 なわ れて い ない 現状が 明 らかに な っ て い る

（Fine ［1962】32）。 さ らに 、
バ ーノ ン 委員会が

行 な っ た調 査 にお い て も、弱視学校及 び盲学校

に お け る 眼科検診の 頻度 も週 に 1 回か ら 1 年 に

1 回まで と幅が あ る な ど、弱視学校 や盲学校 に

お ける 医療 サービ ス の 質の 低 さが浮 き彫 りに な

っ た （Depart 皿 ent 　of　Education 　and 　Science

【1972］15）c

　 こ の よ うな実態を踏 まえバ ー
ノ ン 報告書は 、

各地域で 国が 指定する眼科医に よる定期的な検

査 を実 施す る必要性 を述 べ て い る が 、 それ を実

行 する ため に、地域 に ア セ ス メ ン トセ ン タ
ーを

設置す る よ う勧告 して い る 。

　　（2） 専門家に よ る支援の 重要性

　視覚 に障害があ るた め 、

…般に 知的、心理的、

身体 的発達が著 しい 児童期 に お い て 人物 や 事物

に興 味 を持 ちに くい 視覚障害児は、あ らゆ る発

達に遅 れ が 生 じが ち で ある 。 しか し 、 視 覚に 障

害 が あ っ て も 、 適 切な環境 を与 える こ と に よ り

晴 眼児 と同等 レ ベ ル の 発達 レ ベ ル に達す るこ と

は 可 能 で あ る こ と を報 告 書 は 強 調 して い る

（Department　of　Education　and 　Science［1972】

22）。 また 、障 害児 の 精神 的 、 社 会 的適応 問題

に 取 り組 ん で きた K ．プ リ ン グ ル （K ．Pringle）

は 、 障害児の 基 本的 ニ ーズ の 一
つ と して 安心 感

を指摘 して お り、子 どもの 発達に は無条件で 障

害児を 受け容れ る よ うな家庭環境が欠 かせ な い

こ とを指摘 して い る （Pringle【1965］　231）。

　当時、イギ リス に は視覚に障害の ある 0 歳か

ら 4 歳 まで の 幼児 は約250人存在 した （Depart −

ment 　of　Health　and 　Social　Security 【1979124）。

なん らかの 形で視 覚 に異常が確認 で きた幼児 に
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イ ギ リス 視覚障害教育に お け る教育改革構想 と して の バ ー
ノ ン 報 告 （1972年） に 関す る研究

は、保健 省か ら派遣 さ れ る看護師 に よ る支 援、

一
般的 な家庭 間題 を取 り扱 うソ

ー
シ ャ ル ・ワ ー

カ
ー

に よ る支援、そ し て 英国盲人 協会が 経営す

る就学前の 盲児 の 学校 で ある 、 サ ン シ ャ イ ン ・

ハ ウ ス （Sunshine　House　Nursery　 School　for

Blind）に よる支援や 保護者団体 （Parent　Unit）

な どが存在 した 。 しか し 、 全 国的 に支援機関は

少 な く、 また看護師 や ソ ーシ ャ ル ・
ワ
ーカーは 、

視覚障害 に つ い て 特別 な知識 を有 し て い なか っ

た た め 、福 祉 的、心理 的側面 の 支援 に偏 っ て い

た こ とが視 覚障害児の保護者 に とっ て 不満 とさ

れ て い た （Department　of 　Education　and 　Sci−

ence 「1972124 −25）。 また 、 サ ン シ ャ イ ン ・ハ ウ

ス に つ い て は 、 視覚障害専 門家 が 支援 に 当 た っ

て い た も の の 、巡 回制 で はなか っ たため 、保護

者は長距離の 移動 を余儀な くされ て い たの で あ

っ た 。

　 報告書で は 、 保護者 に対す る心 理的 カ ウ ン セ

リ ン グ の 必 要性 を認め る
一方 で 、 視覚障害に は

特有な ニ ーズ が あ る こ とを主 張 し、視覚障害専

門家 に よ る専 門知識や 技術の 提供の 必 要性 を強

調 して い る 。 また 、 こ の よ うな多様な ニ ーズ に

対応 する た め に は 、 幅広 い 分野 の 専 1『家 の 連携

が不可欠 で あ る こ とを指摘 し、 保護者 の 負担 を

軽減す る た め に も 、 専門 家が 家庭 に 出向 く巡 同

サ ービ ス の 推進 を提示 して い る 。

　 3 ．教科教育の 質の向上 と普及

　　（1） カ リキ ュ ラ ム の 改善と、教材教具 の 普

　 　 　及

　 1969年に政府に よ り発行 され た 特殊教育学校

リス トに よる と 、 盲 学校 及び弱 視学校 22校 の う

ち、高等教 育進学 を視野 に 入 れ た GCE （Gener −

al　Certificate　 of　Education ） レ ベ ル 9〕 の カ リキ

ュ ラ ム を採 用 して い る グ ラ マ
ー ・ス ク

ー ル

（grammar 　schoo1 ）は、男子校の 盲学校で あ る

ウ ース ター盲学校及 び 、 弱視 ・盲の 女子校で あ

る チ ョ
ーリ ーウ ッ ド盲学校 （Chorleywood 　Col−

lege　 for　 the 　 Blind） の み で あ っ た （Depart −

ment 　of　Education　and 　Science［1969】1−7）。 こ

の 他に、高等教 育進学を希望 しな い 生徒が 義務

教 育終了時 に受験す る試験で あ る CSE （Certifi一

cate 　of　Secondary　Education ） レ・ベ ル の カ リキ

ュ ラ ム を採用 して い る 盲学校及 び弱視学校 は 4

校 で ある な ど 、 CSE 以 上 の 視 覚障害教 育 を受 け

て い る視覚障害児 は、…
部の 選抜校で ある盲学

校在籍者に 過 ぎなか っ た （Ministry　 of　Labor

＆ National　Service［1951］21）。 また 、 多 くの

盲学校 、 弱視学校 で は 、 余暇活動 目的の 書籍 だ

けで な く、 教科 で 使用す る点字や 拡大 図書が不

足 して い る な ど （Department 　of　Education

and 　Science［1972］67−68）、教育 の 質 の 低 さ は

顕著で あ っ た 。

　英 国盲人 連合 （National　 Federation　 Qf　the

Blind　of　the　United　Kingdom ）等 は 、 こ の よ

うな実態 を問題視 し、晴眼児と 同等な教科教育

が 可 能 な視 覚障害児 に と っ て こ の よ うな 実態

は 、教育的機会の 剥奪 に当た る と批判 して い る 。

　 バ ーノ ン報告書 で は、GCE を採 用す る学校 は

全 国的に普及 す る必要 はな い と しつ つ も、 CSE

に つ い て は多 くの 学校で取 り入 れ るべ きで ある

と し て い る 。
こ の 背 景 と し て 、 同 報告 書 は 、

「公 的試験 に 参加 す る こ とは 、障害に 対す る社

会の 理解の 促 進 に つ なが る」こ とをあげて い る 。

また 、 教 材不足 に 関 して は 、 政府 に よる積極的

な援 助 を求め る とともに、学校 には教 材作 成室

と教材作成技 術者 の 配 置、弱視児に は 適切 な照

明設備 、また視力検査室 の 設置 の 必要性 を述べ

る な ど、学校設備の 充実 を勧告 して い る 。

　　（2） 教員 の 専 門性 の 向上 と普 及

　 1959年 の 障害児及 び特殊学校に 関する 規定

（Handicapped　Pupils　and 　Special　Schools　Reg −

ulatiQns 　 1959） に よ り、 盲学校の 教員 に は通常

学校免 許の 取得後、視覚1璋害専門教員 の 資格を

有す る こ とが 義務 づ け られ て い た が 、弱視学校

の 教員に は 資格の 取得が 義務づ け られ て い なか

っ た （Department 　of　Education　and 　Science，

1959）、 また 、 当時教 員養成 を行 な っ て い たバ

ー ミ ン ガ ム 大 学 と視 覚 障害 教 員養 成 カ レ ッ ジ

（College　of　Teachers 　of　the　Blind） の カ リキ ュ

ラ ム に は、視 覚障害病態生理 に関す る科 目が設

け られ て い な か っ た。

　 こ の よ うな実態の 影響 は 、S．フ ァ イ ン が 行
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宮内　久絵 ・鳥山　由子

っ た盲学校及 び弱視学校 ・学級 に対す る調査結

果 にみ る こ とが で きる 。 例 えば、補助具 を活用

す る こ とに よ り視力 向、ltが 期待 で きる生 徒が 補

助具 を使 っ て い な い こ とや 、 弱視教育にお い て

重要 な、定期 的な視力検査 が、年 に一度 しか行

な わ れ て い な い こ とで ある （Fine ［1962］32）、

これ は 、 当時 の 弱視教育 に携わ る教員の 病態生

理 に関す る知識 の 欠如 、 及 び弱視 教育全 般 に 対

する専 門性 の 低 さ を示 して い る と い えよ う。

　 また 、 教員資格が 義務づ け られ て い た 盲教育

に お い て も、学校に よ っ て は 点字の 教育さ え も

十分 に行 わ れて い な い 学校 もあ り、教育の 質や

教 員 の 意 識 の 低 さが 指 摘 され て い る　（The

NatiQnal　Federation　of 　the　 Blind　Qf 　the　 United

Kingdo 皿 and 　the　 Association　of　Blind　 and

Partially・Sighted 　 Teachers 　 and 　 Students

［1973】12）。 報告書 は、 こ の 実態を踏ま え、 視

覚障害教員養成 コ ース の カ リキ ュ ラ ム 全般 の 見

直し と、生理学的内容及 び 、 弱視 教育の 導入 を

勧告 して い る 。

　 4 ．継続教育及び職業訓練施設の 普及

　 当時 、 グ ラ マ
ー ・ス ク

ー
ル を卒業 した 視覚障

害生 徒 の 多 くは 名門大学 に進学 し、 卒業後 は 職

業に つ い て い たが 、 大多数の 視 覚障害者は 、 卒

業後 も社会 に 出る こ とは少 な く、家事手伝 い 、

もしくは多 くの 学校 に隣接 されて い た視覚障害

者 の た め の 盲 人授 産所 （Blind　 Work 　 House ）

で 働 い て い た （Ministry　of　Labor ＆ National

Service［1951121）。 労働 省 （Ministry　of　Labor）

に よ る と、 1950年代当時 3 千人
1°）

の 就労可能な

視 覚障害者が失 業 して お り、 視 覚障害者 の 就労

は国の 政策課題 で もあ っ た （Ministry　of　Labor

＆ National　Service［195912）。

　バ ー ノ ン 報告書作成 当時、多 くの 盲学校及 び

弱視学校 ・学級 が卒業年齢で あ る 16歳まで に子

ど もた ちに職業 ガ イ ダン ス を実施 して い た こ と

が 報告 され て い る （Department　of　Education

and 　Science［／972】81・82）。 職業ガ イ ダ ン ス の

導入時期は早 い とこ ろ で は卒業の 2 ， 3 年前で

あ っ た 。 また 、 視覚障害児の 多 くが 故郷 を離 れ

て 、寄宿制 の 学校 に 在学 して い る状況で 、卒業

後 の 職業 の 確 保や 支援 にお い て は、学校外の 支

援 サ
ービ ス や 出身地の 職業 カ ウ ン セ ラ

ーな ど と

の 連携が 重要 となる こ とを考慮 し、それ らの 支

援組織 と連携 を取 っ て い る学校 も少 な くなか っ

た 。 しか しその
一

方で 、 職業ア セ ス メ ン トや ガ

イ ダン ス は、学校の 任務 で はな く、 ア セ ス メ ン

トセ ン タ
ー

の 役割 で あ る と主張す る学 校 もあ

り、職業 ガイ ダ ン ス の 実施状況 は学校 に よ っ て

大 き く異 な っ て い た （Department 　of　Educa −

tion　and 　Science［1972］82）D

　バ ーノ ン 報 告書 は、職業指導 に つ い て 将 来就

職先で応 用が 利 くよ う、学校で は一般教養や社

会性を確実に 身に つ ける こ との 重要性を述 べ な

が らも、 すべ て の 学校 は生徒が卒業す る 2 ， 3

年前 か ら職業 ガ イダ ン ス をお こ なうべ きで ある

と勧告 して い る。また、 と りわけ弱視児 に つ い

て は弱視特有の 見えに くさ を考慮 し、職業 を視

野 に い れ た ア セ ス メ ン トと訓練が 必要 で あ る と

の 見解 を示 して お り、 学校教育 とは別 に職 業セ

ン タ
ーを充実 させ る必要性 を述べ て い る 。

N ．視覚障害教育に お け る報告書の 反響

　バ ーノ ン報告 に よる改善勧告 に つ い て 、当時

教 員養 成 を行 な っ て い た視覚 障害教 員養成 カ レ

ッ ジは 、 「バ
ーノ ン 報告書の 勧告を大 い に歓 迎

する」 とし 、 改善に は喜ん で協力する と宣言 し

て い る （College 　 of 　Teachers 　 of 　the 　 Blind

［1973】ll8−ll9＞。 また 、 リーズ （Leeds ） の 眼

科 医Harcourt （1975＞ は 、バ ーノ ン 委員会 の 専

門性の 高 さ と献身的 な 姿勢 を評価す る と と も

に 、 視覚障害教育にお ける幼児期 の ス ク リーニ

ン グやア セ ス メ ン トの 重要性 を強調 し、 各 地域

で の 実施 を呼び か けて い る （Harcourt ［1975］

359）。 こ の よ うに、バ ー
ノ ン 報告書 は、視覚障

害教育分 野だ けで な く、 医療分野 な ど、幅広 い

分野 か ら注 目を浴 びた 。 また 、

一
部 の 地域 で は

ア セ ス メ ン トセ ン タ
ー

の 設置や 就学前の巡 回サ

ービ ス の 導入 が実施 され た （Vernon ［1975］36）。

さ らに、バ ーノ ン 報告書が 発行され た 数年後に、

バ ーミ ン ガ ム 大学 に弱視教 育の コ ース が設 け ら

れて い る 。

一 132一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

イ ギ リス 視 覚 障 害 教 育 に お け る 教 育 改 革 構 想 と し て の バ ーノ ン 報告 （1972年） に 関す る 研究

　 と りわ け、視覚障害児の 統合教育 に つ い て は

議 論が集中 した （John　Aird 　School ［1975］55；

Vernon ［1975136）。 例 えば 、 英 国盲 人協会 は、

報告書 を全般 的に 高 く評価 し （Royal　National

Institute　for　the　Blind ［1972］1）、統合教 育に つ

い て は慎重 な態度 を と りつ つ も、子 ど もの 教育

の 場 の 決 定権 を持 つ 保護者 に情報 を与 えて い く

ために も研 究が進め られ る べ きで ある とし、報

告書の 統合教育に対す る方針に賛同 し て い る 。

　 その
一

方で 、 当事者団体で あ る英 国盲人連合

と盲 ・
弱視教員学生委員会 （the　Association　of

Blind　and 　Partially−Sighted　Teachers 　and 　Stu−

dents） は 1972年に 、90ペ ー
ジに 及 ぶ 意 見書を

発行 し、バ ーノ ン 報告書は現 実性 に欠け、期待

は ず れ の もの で あ る と批 判 し て い る （The

National　Federation　of 　the　Blind　of　the　United

Kingdom 　 and 　the　 Association　of 　Blind　and

Partially−Sighted　 Teachers 　 and 　 Students

［1973亅9）。 彼 らは 、当時多 くの 視覚障害児が 通

っ て い た盲学校 及び弱 視学校 は視覚障害児の 高

等教育 へ の 道 を閉 ざし 、 低賃金 、 低身分の 不安

定 な盲 人用 の 仕事に つ なげ る もの で あ る と し、

その 撤廃 を主張 して い る。 また、 こ の よ うな状

態か ら脱皮で きる方法は 、 統合教育で ある と し 、

視覚障害児特有 の ニ ーズに応 じた 支援 の もとで

の 通 常 学 校 で の 教 育 を推 奨 して い る （The

National　Federation　of 　the　Blind　of 　the　United

Kingdom 　 and 　 the 　Association　 of　Blind　 and

Partially−Sighted　 Teachers 　 and 　 Students

［1973］12）。 しか し、 こ の 批判 も 、 視 覚障 害児

に は特有 な支援が必要 で ある とい うバ ーノ ン報

告書 と一・
致 した見解 に立脚 して い る こ とは 、注

口すべ きこ とで あろ う。

　以 上 の よ うに 、バ ーノ ン報告書は、教育だ け

で な く、福祉 、 医療 な どの 団体及 び個 人の 注 目

を浴 び 、 議論 を巻 き起 こ した 。 その 中で も意見

の違 い が 大 きく、そ の 後、あ らゆ る議論へ と発

展 した課題 は 、 統合教育 の 是非 で あ っ た 。 また 、

その 議論は 、 視 覚障害児 に は特有な ニ ーズが あ

る とい う共通 の 見解 の もと に展 開 されて い た の

で ある。

V ．バ ーノ ン 報告書の 改革 構想の 意義

　同報告書作 成の 背景 に は 、 視覚障害児 の 減少、

廃校に 追 い 込 まれ る視覚障害教育学 校の 存在 、

盲教育の 存 続の 危機 的状 況な どがあ っ た 。 それ

ら の 状 況に 対応す べ くバ ーノ ン報告 書は 、 視 覚

障害児の 教 育 を学校教育 の 改革 に終 始 させ る 方

向 をと らず、就学前か ら卒業後 まで の
一生涯 を

通 した 改 革が 必 要 で あ る と い う方向性 を 掲 げ

た 。 そ して その た め に 、 教育だ けで な く、 心理 、

医療 、 福祉 の 専 門家及び関係者が 集結 し、実態

を分析 し、当時の 視覚障害教育に抜本 的な改 革

を提言 した 。

　バ ー
ノ ン 報告 書の 発 行後、そ の 勧 告が 実行 さ

れ た の は 、

一
部の 地域 に留 ま り、 全 国的な改 革

は 実施 され ない まま 、 イギ リ ス は イン ク ル ーシ

ブ教育 へ と大 きな変化 を とげた 。 こ の 理 由に つ

い て B．ピ ッ チ ャ
ーズ （1987）は、あ らゆ る障 害

の ニ ーズを考慮 しな くて は な らない 国の状況の

下 で、視覚障害の 特性 に立脚 した バ ー
ノ ン 報告

書 は 、 国の 政策 と して 取 り上 げ られ なか っ た と

い う見解 を示 して い る （Pitchers［1987】3）。

　バ ーノ ン報告 書の 勧告が全 国的 な取 り組み に

な らなか っ た こ とか ら、同報告書が イギ リス の

視覚障害児 の 教 育に なん ら影響 を与 えなか っ た

ように も見 える 。 しか し 、 バ ーノ ン報告書が視

覚障害の 特性 に立脚 し、視覚障害教育の 本質的

な課題 を明 らか に した こ とか ら 、 各方面の 活発

な 議論を経 て 、視覚障害 に 起因する 特有 なニ ー

ズ に対す る支援 の 必要性 に つ い て の 共通理解 が

育 っ て い っ た と考える 。

W ．お わ り に

　同報告書の 委員長 を務め た バ ー ノ ン は 、 報告

書 が 発 行 さ れ た 2 年 後 の 1974 年 に 弱 視 協 会

（Partially　Sighted　Society）が 主催 した教育 会

議 （Education　Conference） に お い て バ ーノ ン

報告書を振 り返 り、以 下の よ うに述 べ て い る 。

　 「視 覚障害児 はす べ て の 障害児 の ほ ん の
一

部

で ある 。 した が っ て 、 す べ て の 障害 に 関わ る 、

あ らゆ る要求事項か ら、視覚障害特有 の 問題 ・

課 題が 隠れ て しまわな い よ うに しなけれ ばな ら
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宮内　久絵 ・鳥 山　由子

な い 。 視覚障害 に 起因す る困難 に対 し て は特 別

な教育的考慮が必 要で あ る こ とを忘れて はな ら

な い 」 （Vernon ［1975］13）c

　障害児 の 中で も少数で ある視覚障害児の ニ ー

ズ は見落 とされ が ちで あ る 。 しか し、 イギ リ ス

にお い て は、イ ン ク ル ーシ ブ 教 育 に 移行 した現

在にお い て も、視覚障害児 の 特有 な ニ ー ズ とい

う視 点か ら専門 家に よ る 支援が 行な わ れ て お

り、そ の 背景 に は 、
バ ーノ ン報 告書の 存在が あ

る と考え られ る 。

注

1 ）本論文で イ ギ リ ス とは 主 と して イ ン グ ラ ン

　 ド及 び ウ ェ
ール ズ に 限定 し使用す る 。

2 ）イ ギ リス で は 、 障害 の ニ ーズ に応 じて異 な

　る支援 レベ ル が 政府 に よ り設 け られ て い る 。

　最 も重 い 障害 と認定 され た子 ど もに は ス テ イ

　 トメ ン トが 与 え られ、生徒 一人 当た りに 政 府

　か ら補助金が与 え られ る 。 通 常学校 はその 補

　助金で 外部 の 専 門家 に よ る支援 をつ ける こ と

　 が で きる 。

3 ）通 常学校 で 視覚障害児 を支援す る教 員 は 、

　その 90％ 以上 （修得中 を含 む）が 視覚 障害 教

　育専 門家 資格 を有す る QTVI で ある （Keil ＆

　Clunies−Ross，　2003；Mason ＆ McCa 且，2003）

4 ）盲、弱視、聾、難聴 、虚弱、教育遅 滞、運

　動障害 、 て ん か ん 、不適 応 、 言語障害 、 糖尿

　病の 合計 11障害 カ テ ゴ リーで ある 。

5 ）障害児 の 教 育 の 場 を
“Special　School　or

　 otherwise
”
と記 述 して あ るが 、子 ど もの 障 害

　が軽 度で あ り、 また地域 の通 常教 育が 必要 な

　支援 を提供 で きる地 方教育 当局が 判 断すれ

　 ば 、 障害児 は通常学校 で の 教 育 を受 ける こ と

　が 可能で あ っ た 。

6 ）バ ーノ ン 報告書で は オ ープ ン ・エ デ ュ ケー

　シ ョ ン （open 　education ） とい う言葉 も引用

　されて お り、 統合教 育 （integrated　educa −

　tion） と同意義 で 使 われ て い る 。 オープン ・

　 エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン と統合教育 は 、

一般 的 に は

　家庭で 暮 らす障害児が通常学校で 教育を受け

　る こ とで あ る が、学校に設置 され た視 覚障害

　児 の ため の 学級 で の 教 育 も含 む （Depart −

　ment 　of 　Education 　and 　Sciellce［1972］37）、

7 ）金曜 の 午 後か ら実家 に帰宅 し 、 月曜 の 授業

　に 聞に合 うよ うに学校 に戻 っ て くる形 を平 日

　寄宿制 （weekly 　boarding） と い う。

8 ）当時、平 日寄宿制を して い た子 どもの 通学

　距 離 は約 75マ イル （約 120キ ロ ）で あ り、 報

　告 書 で は平 日寄宿 制 が 可 能 な最 大距 離 を50−

　75マ イ ル と して い る 。

9 ） イ ギ リ ス で は 、 GCE 試 験 の 上 級 レ ベ ル

　 （advanced 　 level） の 受験が 高等教 育入学 資

　格 となる 。

10）成 人の 中途失明者 を含 む 。
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A  Study  of  The  Vernon  Report  (1972) as  its Concept of  Reform  in

            the  Educatien  for the  Visually Impaired

Hisae  MIYAUCHI  and  Yoshiko  TORIYAMA

  The  importance of  specialist support  in the education  fbr the  visually  impaired is emphasized  in

England  today.  It is thought that the Vernon Report (1972) is reflected;  therefore  the pugpose of  the

study  was  to examine  the report,  Behind  the publication of  the report  was  the fall in the prevalence of

blindness which  ceased  certain  schools  to be viable.  In addition,  the segregation  ofhandicapped  chil-

dren was  a  growing  concern  in the  fie]d of  speeial  education  at  the  time.  Thcse  led not  only  schools  but

the education  for the visually  impaired itself to uncertainty  of  their continuing  viability, To make  rec-

ommendations,  the report  focused on  not  only  the reformation  of  school  education,  but ef  the educa-

tion service  prior to compulsory  education  and  post graduation involving speeialists  from education,

psychology, medicine  and  social  work.  Few  years after  the publication, England  made  a  step  towards

inclusive education  which  implies that the  recommendations  never  became  a  national  plan. Howevcr,

the multi-disciplinary  approach  allowed  the report  to touch upon  the essence  ofthe  cducation  for the

visually  impaircd. In addition,  this lead to the common  understanding  that visually  impaired students

have  special  needs.

Key  Words; England, education  for the visually  impaired, Vernon Report
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